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Ⅰ　緒　　　言
近年，世界的な大豆需要の高まりを受け，国内実
需者が国産大豆に注目する一方，大豆作付面積は微
減で推移しており，単収の年次変動が大きく，生産
量が不安定な状況である．このため，実需者が国産
大豆を継続的に使用するうえで，大豆の安定生産・
安定供給・安定価格が強く求められている．
国産大豆の用途は主に食品用であり，そのうち約
90％が豆腐，煮豆，納豆，味噌・醤油に利用されて
いる．これらの伝統的な大豆製品に加えて，新たな
需要を喚起するために，大豆子実中の成分を改良す
る育種が進められ，嗜好性を高めるために豆腐や豆
乳の青臭みを無くした「エルスター」６），「すずさや
か」10）などのリポキシゲナーゼアイソザイム欠失大
豆，青臭みに加えて不快味を軽減した「きぬさや
か」２）が育成された．また，大豆貯蔵蛋白質の主要
成分を改変し，機能性蛋白質を増加した「ななほま
れ」９），アレルギーリスクの軽減が期待できる「な
ごみまる」１）が育成された．これらの品種を利用し
た加工製品は，従来品と差別化可能な新規需要の創
出，消費者の食生活の幅の広がりや健康増進効果な
どが期待される．このような新たな大豆需要を掘り
起こし，大豆産地の形成・維持を進めることは，大
豆生産体制の強化および安定供給に繋がると考えら
れる．
近畿中国四国地域では，主に豆腐向きの「サチユ
タカ」７）や「フクユタカ」４）が普及しており，本地
域での栽培に向いた子実成分改良品種はこれまでな
かった．今回育成した「こがねさやか」は，成熟期
が「サチユタカ」並みの中生で，青立ちの発生が
「サチユタカ」より少ない．生態型は中間型で，収
量は多収である．また，子実は球形で裂皮が少なく，
外観品質は良好である．子実中のリポキシゲナーゼ
アイソザイム（L-1，L-2，L-3の３種類）をすべて
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欠失しており，その特性を利用して青臭みの無い豆
乳や風味を活かした豆腐の製造が可能である．また，
味噌や醤油の醸造にも適する．そこで，これらの優
れた特性を有する「こがねさやか」を品種登録出願
（2014年４月）し，近畿中国四国地域において普及
を図ることとした．
「こがねさやか」の育成に際し，奨励品種決定調
査，系統適応性検定試験ならびに特性検定を担当さ
れた公立農業試験研究機関の各位には多大なご協力
をいただいた．また，加工適性試験については国産
大豆の品質評価に係る情報交換会ならびにメーカー
各社には格段のご協力を賜った．さらに近畿中国四
国農業研究センター四国研究センター業務第2科技
術専門職員（大豆担当）の宮武正広，冨永裕二，塩
本知，上枝博樹，渡辺修一，萩原栄一，加賀宇昌宏，
関浩二，岡信光，宮西克明，高尾二郎，大谷恭史，
香川基の各氏には育種業務の遂行にご尽力いただい
た．ここに記して各位に深く感謝する．
Ⅱ　来歴および育成経過
「こがねさやか」は，2001年に近畿中国四国農業
研究センター作物開発部大豆育種研究室（現・近畿
中国四国農業研究センター作物機能開発研究領域大
豆育種研究グループ）において，温暖地向けのリポ
キシゲナーゼアイソザイム欠失品種の育成を目標
に，リポキシゲナーゼアイソザイム（L-1，L-2，L-3）
欠失の「エルスター」を母，耐倒伏性で多収の「サ
チユタカ」を父とした人工交配を行い，以後，選
抜・固定を図り育成した（第１図，第１表）．
2002年にF1個体を養成後，2003～2004年に集団
選抜を行い，2005年にF4集団からリポキシゲナー
ゼアイソザイム全欠個体を選抜した．2006年にF5
系統選抜を行い，以後，系統育種法により選抜およ
び固定を進めた．2008年に「善系37号」として生
産力検定予備試験，系統適応性検定試験などに供試
し，成績が良好であったことから2009年に「四国
10号」の地方番号を付し，以後，生産力検定試験，
奨励品種決定調査および特性検定試験などに供試し
た．その結果，青立ちが少なく多収で，リポキシゲ
ナーゼ欠失大豆の特性を利用した豆腐や豆乳が製造
でき，味噌加工適性に優れることが確認された．さ
らに醤油原料に適することも明らかとなった．醤油
や豆乳原料として栽培の要望があがっていることか
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第１図　「こがねさやか」の系譜
ら，本系統の速やかな普及を図るため，2014年４月
に「こがねさやか」の名称で品種登録出願を行った．
育成終了の世代はF12である．
なお，「こがねさやか」（英語表記：Koganesayaka）
の品種名は，リポキシゲナーゼ欠失大豆でさわやか
な加工製品ができ，成熟期に淡褐のさやが黄金色に
見えることから命名した．
Ⅲ　特性の概要
「こがねさやか」の形態的特性，生態的特性およ
び品質特性を第２表，第３表および第４表に示した．
これら特性の分類は，主に特性検定試験ならびに育
成地における生産力検定試験に基づき行った．生産
力検定試験は水田転換畑標準播（６月播）（第５表）
および水田転換畑晩播（７月播）（第６表）の２条
件で実施したが，以下の特性に関する具体的数値は
水田転換畑標準播（６月播）における数値を引用し
た．なお，育成地における生産力検定試験は，畦幅
70㎝，株間13㎝，１株１本立てとし，栽植密度は
約1,100株/ａとした．２区制で，１区面積は8.4㎡
とした．肥料は大豆化成（3-10-10）10㎏/ａ，炭酸
カルシウム10㎏/ａ，堆肥100㎏/ａを施用した．標
準播の播種期は６月10日頃を目標としたが，年度
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第１表　「こがねさやか」の選抜経過
注１）農林水産植物種類別審査基準（2012年４月）および品種登録審査基準（審査基準国際統一委託事業調査
報告書，2004年３月）による．原則として育成地での観察・調査に基づいて分類した．
注２）＊印は当該形質について標準品種になっていることを示す．
注３）下線の形質について当該品種は標準品種になっているが，育成地での調査結果を優先して記載したこと
を示す．
第２表　形態的特性
により６月10日～30日となった．晩播の播種期は
７月10日頃としたが，梅雨明け時期により遅れる
場合もあり，７月９日～22日に播種した．標準品
種を「サチユタカ」，比較品種を「タマホマレ」と
した．
１　形態的特性
「こがねさやか」の茎の長さ（59㎝）は標準品種
「サチユタカ」より６㎝長く，茎の節数（14.5節）
はほぼ同じで，分枝の数は0.7本多く，茎の長さ，
茎の節数および分枝の数は“中”に分類される（写
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注１）農林水産植物種類別審査基準（2012年４月）および品種登録審査基準（審査基準国際統一委託事業調査
報告書，2004年３月）による．原則として育成地での観察・調査に基づいて分類した．
注２）＊印は当該形質について標準品種になっていることを示す．
注３）下線の形質について当該品種は標準品種になっているが，育成地での調査結果を優先して記載したこと
を示す．
注４）ダイズモザイクウイルス抵抗性の状態は，Ｓ：感受性，Ｒ：抵抗性で示す．
第３表　生態的特性
注１）農林水産植物種類別審査基準（2012年４月）および品種登録審査基準（審査基
準国際統一委託事業調査報告書，2004年３月）による．原則として育成地での
観察・調査に基づいて分類した．
注２）＊印は当該形質について標準品種になっていることを示す．
注３）下線の形質について当該品種は標準品種になっているが，育成地での調査結果
を優先して記載したことを示す．
第４表　品質特性
注１）障害の程度は，無（０），微（１），少（２），中（３），多（４），甚（５）の６段階評価．
注２）品質は，上上（１），上中（２），上下（３），中上（４），中中（５），中下（６），下（７）の７段階評価．
注３）2009年～2013年の５ヶ年平均．
第５表　水田転換畑標準播（６月播）の生育，収穫物および品質調査成績（育成地）
真１）．また，伸育型は“有限”で，側小葉の形は
“鋭先卵形”，花の色は“紫”，茎の毛じの色は“白”
である．熟さやの色の濃淡は「サチユタカ」の“中”
に対して“淡”である．百粒重は32.0ｇで，子実の
大きさは“大”である．種皮の地色は“黄白”，子
実のへその色および子実の子葉の色は，それぞれ
“黄”である．「こがねさやか」の子実の幅/長さお
よび厚さ/幅の比は，それぞれ0.93，0.90であり，粒
形は“球”に分類される（第７表，写真２）．
２　生態的特性
１）早晩性および収量性
「こがねさやか」の開花始期は８月３日，成熟期
は10月31日で，ともに「サチユタカ」とほぼ同じ
であることから，開花始期および成熟期は“やや晩”
に分類される．生態型は「サチユタカ」と同じ“中
間型”である．子実重は標準播において43.1㎏/ａ
で「サチユタカ」対比111％と多収で，晩播におい
ても39.1㎏/ａで「サチユタカ」対比111％と多収で
ある．
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注１）障害の程度は，無（０），微（１），少（２），中（３），多（４），甚（５）の６段階評価．
注２）品質は，上上（１），上中（２），上下（３），中上（４），中中（５），中下（６），下（７）の７段階評価．
注３）2009年～2011，2013年の４ヶ年平均．2012年は発芽不良のため試験を中止した．
第６表　水田転換畑晩播（７月播）の生育，収穫物および品質調査成績（育成地）
注１）標準播は2012年～2013年の２ヶ年平均，晩播は2013年．
注２）育成地産の50粒を調査した．
注３）粒形“球”の分類基準：幅/長さが0.85以上で厚さ/幅が
0.85以上．
第７表　粒形調査成績（育成地）
写真１　草姿の比較
写真２　子実の比較
２）病虫害抵抗性
（１）ダイズモザイクウイルス抵抗性
育成地におけるダイズモザイクウイルスの病原系
統別接種試験では，ＡおよびＢ系統に対する抵抗性
が確認され，抵抗性は「サチユタカ」や「フクユタ
カ」と同じ“中”に分類される（第８表）．
（２）ラッカセイわい化ウイルス抵抗性
育成地におけるラッカセイわい化ウイルス接種試
験では，発病個体が無く，抵抗性は「フクユタカ」
と同じ“強”と判定される（第９表）．
（３）ダイズシストセンチュウ抵抗性
長野県野菜花き試験場におけるダイズシストセン
チュウ抵抗性検定試験では，２ヶ年（2008年，2013
年）ともにシスト着生指数が100で，「こがねさや
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注１）試験年次は2008年．
注２）検定法：病原系統別に人工接種し（各10個体），個体毎に
葉のモザイク症状の有無を調査した．
注３）括弧内の数字は発病個体率．抵抗性は発病個体率から判定
し，０～10％：Ｒ，11～30％：（Ｒ），31～50％：（Ｓ），
51～100％：Ｓ．
注４）「ヒュウガ」，「アキヨシ」，「アキセンゴク」，「Harosoy」，
「白豆」は指標品種．
第８表　ダイズモザイクウイルス病原系統別抵抗性検定
試験成績（育成地）
注１）試験年次は2011年．
注２）検定法：ウイルスを人工接種し，個体毎に葉のモザイク症状の有無を調
査した．
注３）抵抗性は発病個体率から判定し，０～10％：Ｒ，11～30％：（Ｒ），31
～50％：（Ｓ），51～100％：Ｓ．
ただし，ネクロシスを生じる場合を「Ｎ」とする．
注４）「サチユタカ」，「フクユタカ」，「つるの卵１号」，「農林４号」は比較品
種．
第９表　ラッカセイわい化ウイルス抵抗性検定試験成績（育成地）
注１）試験はダイズシストセンチュウ汚染土壌をプランターに充填して実施．
注２）根の雌成虫の着生密度を，０（無）～４（甚）の階級値で表し，以下
の式により，シスト着生指数を算出した．
シスト着生指数＝
注３）抵抗性は標準品種のシスト着生指数との比較により判定した．
注４）「ネマシラズ」は弱，「PI88788」は強，「Peking」は極強の標準品種で
ある．
∑（階級値×該当個体数）×100
４×個体数
第10表　ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験成績（長野県野菜
花き試験場）
か」の抵抗性は“弱”と判定される（第10表）．
（４）紫斑病抵抗性
福島県農業総合センター会津地域研究所における
紫斑病抵抗性検定試験では，指標品種の発病粒率と
比較した結果から「こがねさやか」の抵抗性は“強”
と判定される（第11表）．
（５）立枯性病害抵抗性
岩手県農業研究センターにおける立枯性病害抵抗
性検定試験では，同一株内「Harosoy」対比に基づ
き設定した基準で判定した結果，「こがねさやか」
の立枯性病害抵抗性は“中”と判定される（第12
表）．
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注１）試験年次は2008年．
注２）試験は標播では自然感染，晩播では発病種子の散布と撒水により発病を促した
圃場で実施．
注３）判定は任意に抽出した100ｇの子実について発病粒率を調査し，指標品種の発
病粒率より判定の分類基準を設定した．判定基準は，0.0～2.1：極強，2.1～
13.2：強，13.2～16.3：やや強，16.3～25.0：中，25.0～40.0：やや弱，40.0
～：弱（単位：％）．
注４）「赤莢（長野）」は“強”，「タマヒカリ」は“やや強”，「スズユタカ」と「エン
レイ」は“中”の指標品種である．
第11表　紫斑病抵抗性検定試験成績（福島県農業総合センター会津地域研
究所）
注１）試験年次は2012年．
注２）検定は連作により黒根腐病の発生を高めた圃場で実施した．
注３）１株に供試品種・系統と「Harosoy」を混植し，「Harosoy」が罹病した株だけを調査対
象とした．
注４）発病度は，０：発病無し，１：地際部に褐変が認められる，２：褐変が地際部全体を取
り巻いている，３：褐変が地際部を中心に長く伸びている，４：主根が腐朽，５：枯死
とする階級値を個体毎に与え，次式によって算出した．発病度＝｛∑（階級値×該当株数）/
（全調査株数×５）｝×100．
注５）同一株内「Harosoy」対比は，同一株内の「Harosoy」の発病度に対する供試系統の発病
度として算出し，指標品種の同一株内「Harosoy」対比により判定基準を設定した．判定
は以下の基準により行った．
強：同一株内「Harosoy」対比が「シロセンナリ」未満．
やや強：同一株内「Harosoy」対比が「シロセンナリ」以上，「スズカリ」未満．
中：同一株内「Harosoy」対比が「スズカリ」以上，「ナンブシロメ」未満．
やや弱：同一株内「Harosoy」対比が「ナンブシロメ」以上，「Harosoy」未満．
弱：同一株内「Harosoy」対比が「Harosoy」以上．
第12表　立枯性病害抵抗性検定試験成績（岩手県農業研究センター）
３）機械化適性
「こがねさやか」の標準播および晩播での倒伏程
度が，「サチユタカ」の“微”に対して，それぞれ
“中”と“少”で「サチユタカ」より倒伏しやすく，
「タマホマレ」と同程度であることから，倒伏抵抗
性は“中”と判定される．最下着きょう節位の高さ
は，晩播では「サチユタカ」と同程度であるが，標
準播では「サチユタカ」および「タマホマレ」より
やや高く，“中”に分類される．裂きょうの難易は，
熱風乾燥処理８）による裂きょう率が「サチユタカ」
と「フクユタカ」の間であったことから，「こがね
さやか」は“やや易”に分類される（第13表）．
３　品質特性
１）粒の外観品質，粒度分布および子実成分
「こがねさやか」の粒の外観品質は，生産力検定
試験（標準播）の障害粒発生程度などから「サチユ
タカ」と同じ“中の中”に分類される．第14表の
粒度分布から「こがねさやか」は篩い目7.3㎜以上
に子実の70％以上が残り，大豆検査規格（農産物
規格規程：平成13年農林水産省告示第244号）の中
粒大豆に区分される．粗タンパク含有率は標準播
44.7％および晩播45.8％で，「タマホマレ」より約
４％高く，「サチユタカ」より約1.5％低く，「フク
ユタカ」と同じ“やや高”に分類される（第15表）．
粗脂肪含有率は「フクユタカ」並みで“中”に分類
される．全糖含有率は「サチユタカ」と同程度で，
「タマホマレ」より約1.5％低い．また，子実中のリ
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注１）2013年６月播栽培で得られた二粒さやを400個調査．
注２）熱風乾燥処理は60℃・２時間で行った．
注３）判定は標準および比較品種の裂きょう率を基準とし
て行った．
注４）「タマホマレ」は“難”，「フクユタカ」は“中”の標
準品種．
第13表　熱風乾燥処理による裂きょう率の調査成績
（育成地）
注１）2012年～2013年の２ヶ年平均．
注２）調査は水田転換畑標準播（６月播）産について各反復500g，２反復行
った．
注３）粒度は重量比（％）．
第14表　粒度分布調査成績（育成地）
注１）標準播，晩播ともに水田転換畑において栽培した．
注２）標準播は2009～2013年の５ヶ年平均．晩播は2009～2011，2013年
の４ヶ年平均．
2012年は出芽不良のため試験を中止した．
注３）近赤外分光分析法による（乾物あたり％）．窒素－蛋白質変換係数
は6.25．
第15表　子実成分調査成績（育成地）
ポキシゲナーゼアイソザイムの３種類（L-1，L-2，
L-3）をすべて欠失している（写真３）．
２）豆腐加工適性
「こがねさやか」の豆腐の物性について，豆乳粘
度は「フクユタカ」より低く，加工上の問題はなく，
豆腐破断強度は「サチユタカ」より高く，十分な硬
さであった（第16表）．Ａ社による官能評価では，
食感は「フクユタカ」並の硬さで，不快味，こく味
およびおいしさの項目で「フクユタカ」より評価が
高かった（第17表）．豆腐の独特の風味に対する好
みは分かれるが，おおむね良いとの評価を受けた．
３）豆乳加工適性
第18表にＭ社において行った「こがねさやか」
の豆乳官能評価成績を示した．Ｍ社標準豆乳と比較
したところ，「こがねさやか」の豆乳はパネル14名
中11名から同等以上の品質と判定され，豆乳原料
大豆として使用可能との評価を受けた．
４）醤油加工適性
醤油醸造試験はＨ社において行った（第19表）．
圧搾生汁の全窒素は「タマホマレ」よりやや高く，
色度は同じランクで淡口規格を満たした．醤油の官
能評価は各項目とも「タマホマレ」と同等で，醤油
醸造に適すると評価された．
５）味噌加工適性
第20表にＣ社において行った味噌官能評価成績
を示した．「こがねさやか」の淡色味噌は各項目と
もに高い評価を受け，特に明るい色調が評価され，
淡色味噌原料として好適と判定された．また，赤色
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注１）本試験は国産大豆の品質評価に係る情報交換会において，Ａ社により2010年に実施した．
注２）原料大豆の「フクユタカ（標準）」は2009年福岡県産，その他は2009年育成地産．
注３）豆腐の製造は九州沖縄農研・大豆育種グループにより，小谷野ら３）の電子レンジを用いた加熱搾
り法（6.25倍加水）で実施した．
注４）官能評価はパネル５名で行い，標準サンプルの評価を「３」とした５段階評価．
第17表　豆腐加工試験成績（官能評価）
注１）試験年次は2012年．
注２）原料大豆は2011年育成地産．
注３）豆腐の製造は九州沖縄農研・大豆育種グループにより，小
谷野ら３）の電子レンジを用いた加熱搾り法（7.25倍加水）
で実施した．
注４）分析値は九州沖縄農研・大豆育種グループによる測定．
第16表　豆腐加工試験成績（物性）
写真３　リポキシゲナーゼ電気泳動像
種子抽出物からSDS-PAGE電気泳動により検出
味噌は目立った欠点は無く，各項目とも標準品と同
程度と評価され，赤色味噌原料としても好適と判定
された．
Ⅳ　適地および栽培上の留意点
１　奨励品種決定調査における試験成績
2009年から2013年の５ヶ年に14県，延べ39箇所
に供試し，有望が１箇所，やや有望が４箇所，中
（再検討）が18箇所，やや劣るが11箇所，劣るが５
箇所であった（第21表）．このうち栽培が見込まれ
る兵庫県における奨励品種決定調査および現地試験
（たつの市）では，「こがねさやか」の成熟期（７月
播）は「サチユタカ」よりやや早熟（現地試験）～
同程度（場内試験），茎の長さはやや長く，青立ち
は少なかった（第22表）．子実重は場内試験では
「サチユタカ」対比でやや多収を示し，現地試験で
は５％低かったが，置き換え対象品種「タマホマレ」
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注１）2013年にＨ社の醤油醸造小規模仕込み試験方法により実施した．原料大豆は2012年兵庫県たつの市産．
注２）色度はJAS規格「しょうゆ標準色」の番数．№２（濃）－№56（薄）．「淡口」規格は№18以上，「濃口」は
№18未満．
注３）官能評価はパネル８名で行い，総合評価は悪（１）－良（５），その他は弱（１）－強（５）の５段階の絶対
評価とした．
第19表　醤油醸造試験成績
注１）本試験は国産大豆の品質評価に係る情報交換会において，Ｃ社により2013年に実施した．
注２）原料大豆の「こがねさやか」は2012年兵庫県産，「トヨコマチ」は北海道，「エンレイ」は新潟県
の2012年産．
注３）味噌加工方法はＣ社の常法により行った．
注４）官能評価はパネル28名で行い，淡色味噌では「トヨコマチ」，赤色味噌では「エンレイ」を標準
として，良い（１点），同じ（０点），悪い（－１点）の３段階で評価し，合計値を示した．
第20表　味噌官能評価成績
注１）原料大豆は2011年育成地産．
注２）評価サンプルはM社の常法によりパイロットプラントで製造した豆乳とし，対照
（Ｍ社標準大豆）と比較した「こがねさやか」の評価．
注３）判定基準
５点：対照より明らかに優れており，同等品として許容範囲を超える品質を有する．
４点：対照より優れるが，なお同等の品質を有する．
３点：対照と同等の品質を有する．
２点：対照より劣るが，同等品として許容範囲にある品質を有する．
１点：対照より明らかに劣っており，同等品として許容範囲を超える品質を有する．
第18表　豆乳官能評価成績
と同等の収量水準であった．百粒重は「サチユタカ」
よりやや軽く，粒の大きさもやや小さい．「こがね
さやか」は裂皮などの障害が少なく，外観品質が優
れた．子実中の粗タンパク含有率は「サチユタカ」
よりやや低いが，「タマホマレ」に比べ約３％高か
った．
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注１）概評　　◎：有望，○：やや有望，◇：再検討，△：やや劣る，×：劣る．
注２）数値は標準品種との収量比．
第21表　奨励品種決定調査における試験成績概評一覧
注１）障害の程度は，無（０），微（１），少（２），中（３），多（４），甚（５）の６段階評価．
注２）品質は，上上（１），上中（２），上下（３），中上（４），中中（５），中下（６），下（７）の７段階評価．
注３）子実成分は近赤外分光分析法による分析値．乾物あたり％．窒素-蛋白質変換係数は6.25．
注４）兵庫県たつの市の試験成績は現地圃場延べ７カ所の平均値．
第22表　兵庫県の奨励品種決定調査における生育，収穫物および品質調査成績
２　栽培適地
成熟期および公立試験研究機関における奨励品種
決定調査などの成績から，「こがねさやか」の栽培
適地は近畿中国四国地域と判断される．
３　栽培上の留意点
「こがねさやか」はダイズモザイクウイルスA2
系統に対する抵抗性が無いので，ウイルス病が蔓延
する地域での栽培は避け，媒介虫であるアブラムシ
の防除を行う．また，裂きょうしやすいので，コン
バイン収穫可能な茎水分に達したら速やかに刈り取
る．
Ⅴ　考　　　察
１　期待される効果
近畿中国四国地域の大豆栽培では，主要品種とし
て「サチユタカ」および「フクユタカ」が普及し，
主に豆腐原料に使用されている．また，煮豆用黒大
豆の栽培も多いが，その他の加工製品の原料に適す
る大豆品種の栽培は少ない．一方で，本地域には小
規模～大規模の味噌や醤油の醸造所があり，消費者
の食への安全・安心志向や地産地消への意識の高ま
りに合致し，製品の差別化を可能とする地場産大豆
に対する潜在ニーズがある．
「こがねさやか」は中粒大豆で，子実の蛋白質含
量が高く，醤油原料大豆として実需者から求められ
る特性を有しており，兵庫県たつの市を中心とする
地域において地場産醤油原料大豆としての普及が見
込まれている．地元醤油メーカーの期待も高く，安
定供給体制の確立が急務であり，現在，兵庫県立農
林水産技術総合センターや管内農業改良普及センタ
ーを中心に「こがねさやか」に適する栽培管理技術
開発を進めている．
また，リポキシゲナーゼアイソザイム欠失性を活
用した青臭みの少ない豆乳製造が検討されており，
原料大豆供給のための産地形成および豆乳試作が進
行している．
今後，「こがねさやか」の栽培管理技術が確立し，
産地形成が進めば，安定供給による需要の安定・拡
大という好循環も想定され，普及面積の拡大が期待
される．
２　今後の課題
大豆栽培面積の拡大や大規模化を図るうえで，大
豆品種へコンバイン収穫に適する農業形質（耐倒伏
性，難裂きょう性など）を付与することが重要であ
る．「こがねさやか」は裂きょうし易いが，成熟期
に青立ちが少ないため，コンバイン収穫可能な茎水
分に達したら速やかに刈り取ることで収穫ロスをあ
る程度抑えることができる．現在，難裂きょう性遺
伝子に関するDNAマーカーが開発され５），遺伝的
な改良が可能になっているので，これらを利用して
難裂きょう性の導入を図る必要がある．また，「こ
がねさやか」の耐倒伏性は中耕・培土を行う栽培体
系では十分であるが，今後，大規模・省力化を図り
狭畦栽培体系に導入するためには，耐倒伏性の強化
が必須である．また，近畿中国四国地域では，褐斑
粒発生の原因となる数種類のウイルスが分布してい
るが，「こがねさやか」のウイルス病抵抗性は十分
でなく，ダイズモザイクウイルスA2系統やSBMV
（インゲンマメ南部モザイクウイルス）などに罹病
性であるため，これらウイルス病に対する抵抗性を
付与する必要がある．
リポキシゲナーゼ欠失による大豆製品の特徴は，
２～３％の普通大豆の混入により失われる．異品種
混入を回避するためには，播種準備から選別・調整
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付表　育成従事者
作業まで細心の注意を払い，混入リスクを極力抑え
ることが重要である．可能であれば産地を集中させ，
使用する播種機，コンバインおよび乾燥施設などを
「こがねさやか」専用にする方策をとり，品種特性
の維持に努めることが肝要である．また，品種面か
らの対応として，普及地域の主要品種とは異なる外
観形質（葉形，花色など）の導入を進め，識別性を
高める必要がある．
Ⅵ　摘　　　要
「こがねさやか」は，2001年に近畿中国四国農業
研究センター作物開発部大豆育種研究室（現・近畿
中国四国農業研究センター作物機能開発研究領域大
豆育種研究グループ）において，温暖地向けのリポ
キシゲナーゼアイソザイム欠失品種の育成を目標
に，リポキシゲナーゼアイソザイム（L-1，L-2，L-3）
欠失の「エルスター」を母，耐倒伏性で多収の「サ
チユタカ」を父とした人工交配を行い，以後，選
抜・固定を図り育成した品種である．
本品種は生態型が中間型で，青立ちの発生が少な
く，「サチユタカ」より多収である．子実の種皮色
は“黄白”，へそ色は“黄”，粒の大きさ（百粒重に
よる分類）は“大”であり，農産物規格規程（粒径
による分類）において中粒大豆に区分される．外観
品質は良好である．大豆の青臭みの原因となる子実
中のリポキシゲナーゼアイソザイム（L-1，L-2，L-3
の３種類）をすべて欠失しており，この特性を利用
した豆腐や豆乳の製造が可能である．また，醤油や
味噌の加工適性にも優れる．
2014年４月に「こがねさやか」の名称で品種登録
出願を行った．栽培適地は近畿中国四国地域である．
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Summary
A new soybean [Glycine max (L.) Merr.] cultivar“Koganesayaka”was developed at NARO Western
Region Agricultural Research Center in 2014.  In order to develop a cultivar lacking three lipoxygenase
isozymes (L-1, L-2, L-3) for temperate regions, plants were selected from a cross between“L-star”and
“Sachiyutaka”.  The date of maturity of“Koganesayaka”is  almost same that of“Sachiyutaka”at
Zentsuji, Kagawa (Latitude 34°13′37″N，Longitude 133°46′39″E).  The cultivar was classified
into group Ⅳ based on the date of maturity. “Koganesayaka”has purple flowers, gray pubescence, point-
ed ovate leaflets and light brown pods at maturity.  It shows a determinate growth type.“Koganesayaka”
has a medium plant height.  There is little occurrence of delayed leaf senescence.  Yields of
“Koganesayaka”are higher than that of“Sachiyutaka”.  The seed characteristics of“Koganesayaka”are
yellowish white in ground color of seed coat, yellow in hilum color, large size seed and lacking three
lipoxygenase isozymes.  It is suitable for processing soy milk and tofu made from“Koganesayaka”,
because of reducing a beany flavor by lipoxygenase isozymes deletion.  Also, it is suitable for soy sauce
and miso (soybean paste) production.  Kinki, Chugoku and Shikoku district are compatible with cultiva-
tion of“Koganesayaka”.
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